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第11号

組
合
員
の
声
を
当
局
へ
！

平
成
23
年
度
予
算
要
求
！

加藤人事課長に要求書を手渡す江森委員長

２
０
１
０
年
8
月

26
日
（
木
）
16
時
45

分
よ
り
、
区
役
所
4

階
庁
議
室
で
団
体
交

渉
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
団
体
交
渉

は
、
一
組
総
支
部
か

ら
の
要
請
及
び
「
平

成
23
年
度
」
予
算
要

求
の
申
し
入
れ
を
行

い
、
そ
し
て
清
掃
リ

サ
イ
ク
ル
課
よ
り
、

①
「
9
月
20
日
敬
老

の
日
」
及
び
「
9
月

23
日
秋
分
の
日
」
に

伴
う
祝
日
作
業
計
画

の
実
施
、

②
電
動
式
架
装
自
動

車
車
両
実
証
実
験
の

実
施
の
2
点
に
つ
い

て
提
案
が
さ
れ
ま
し

た
。９

月
20
日
及
び
、

９
月
23
日
の
祝
日
作

業
実
施
計
画
に
つ
い

て
は
、
当
初
計
画
量

で
い
く
と
、
小
プ
６

セ
ッ
ト
の
減
を
当
局

は
提
案
を
し
て
き
ま

し
た
。
支
部
と
し
て

は
、
到
底
了
承
で
き

な
い
内
容
で
あ
っ
た

た
め
、
幾
度
と
な
く

事
務
折
衝
を
お
こ
な

い
そ
の
中
で
、
「
ま

だ
９
月
で
も
残
暑
が

厳
し
い
」
「
不
燃
を

含
め
て
、
丁
寧
な
作

業
が
で
き
な
い
」
等

の
話
を
し
て
い
き
な

が
ら
、
20
日
に
つ
い

て
は
小
プ
１
セ
ッ
ト

の
減
、
23
日
に
つ
い

て
は
小
プ
２
セ
ッ
ト

の
減
が
最
終
的
に
当

局
よ
り
提
案
さ
れ
、

支
部
と
し
て
了
承
を

し
て
き
ま
し
た
。

具
体
的
な
交
渉
の

中
身
に
つ
い
て
は
、

次
ペ
ー
ジ
「
予
算
要

求
の
申
し
入
れ
」
を

参
照
し
て
下
さ
い
。

（
組
合
）
一
組
総
支

部
の
山
下
副
委
員
長

よ
り
、
①
清
掃
工
場

の
民
間
委
託
（
ア
ウ

ト
ソ
ー
シ
ン
グ
）
の

問
題
②
一
組
へ
異
動

を
希
望
す
る
職
員
に

つ
い
て
の
一
組
へ
の

人
事
交
流
・
区
へ
の

復
帰
を
希
望
す
る
区

派
遣
職
員
に
つ
い
て

本
人
の
希
望
を
実
現

さ
せ
る
事
③
医
療
系

廃
棄
物
の
排
出
に
つ

い
て
、
工
場
へ
持
ち

込
む
場
合
に
は
密
閉

の
徹
底
と
密
閉
袋
の

色
分
け
等
23
区
統
一

的
な
対
応
で
安
全
基

準
を
確
立
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
④
サ
ー

マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
に

伴
っ
て
廃
プ
ラ
の
比

率
が
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
改
め
て
分
別

の
徹
底
等
を
お
願
い

し
ま
す
。

（
当
局
）
た
だ
い
ま

一
組
総
支
部
よ
り
申

し
入
れ
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
区
長
・
副

区
長
・
総
務
部
長
に

話
を
伝
え
ま
す
。
人

事
異
動
に
つ
い
て

は
、
本
人
の
事
を
鑑

み
て
行
っ
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
23

区
一
体
的
に
で
き
る

体
制
の
協
力
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

一
組
総
支
部

よ
り
要
請
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予
算
要
求
の

申
し
入
れ

（
組
合
）
横
須
賀
中

央
執
行
委
員
よ
り
、

｢

平
成
23
年
度
」
予
算

要
求
に
つ
い
て
、
統

一
要
求
課
題
更
に
台

東
区
予
算
要
求
に
つ

い
て
要
求
書
が
読
み

上
げ
ら
れ
、
江
森
執

行

委

員

長

よ

り

、

「
組
合
員
の
切
実
な

要
求
と
し
て
、
区
当

局
の
誠
意
あ
る
回
答

を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
よ
り

早
め
の
回
答
を
お
願

い
し
ま
す
。
」
と
の

コ
メ
ン
ト
と
と
も
に

要
求
書
が
加
藤
人
事

課
長
に
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

（
当
局
）
た
だ
い
ま

｢

平
成
23
年
度
」
予
算

要
求
書
を
受
理
し
ま

し
た
。
区
長
・
副
区

長
・
総
務
部
長
に
伝

え
、
主
管
課
と
協
議

を
し
て
い
き
、
出
来

る
限
り
対
応
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
だ
暑
い
時
期

が
続
き
ま
す
が
、
体

に
気
を
つ
け
て
頑
張

っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

｢

敬
老
の
日
」
及

び｢

秋
分
の
日
」

の
作
業
計
画
の

提
案

｢

敬
老
の
日
」
及
び

｢

秋
分
の
日
」
の
作
業

計
画
の
提
案

(

当
局
）
次
に
清
掃
リ

サ
イ
ク
ル
課
よ
り
提

案
事
項
が
あ
り
ま
す

の
で
、
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
そ
れ
で

は
、
私
（
リ
サ
イ
ク

ル
課
課
長
）
の
方
か

ら｢

敬
老
の
日
」
及
び

｢
秋
分
の
日
」
に
伴
う

祝
日
作
業
計
画
の
実

施
に
つ
い
て
提
案
を

い
た
し
ま
す
。
9
月

20
日(

月
）
に
つ
い
て

皮
革
1
セ
ッ
ト
の
減

・
人
員
2
名
の
減
、

9
月
23
日(

木
）
に
つ

い
て
可
燃
1
セ
ッ
ト

(

直
営
）
の
減
・
皮
革

1
セ
ッ
ト
の
減
・
人

員
4
名
の
減
で
作
業

を
お
願
い
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
組
合
）
た
だ
い
ま

加
藤
清
掃
リ
サ
イ
ク

ル
課
課
長
よ
り｢

敬
老

の
日
」
及
び｢

秋
分
の

日
」
に
伴
う
祝
日
作

業
計
画
の
実
施
に
つ

い
て
提
案
さ
れ
ま
し

た
。
支
部
と
し
て
は

了
解
で
き
る
内
容
で

す
が
、
本
部
の
機
関

判
断
の
う
え
、
回
答

し
た
い
と
思
い
ま

す
。
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

電
動
式
架
装
自

動
車
車
両
実
証

実
験
の
実
施
の

提
案

（
当
局
）
次
に
電
動

式
架
装
自
動
車
車
両

実
証
実
験
の
実
施
に

つ
い
て
提
案
を
し
ま

す
。
23
区
清
掃
事
業

用
途
車
両
の
平
成
23

年
度
車
両
架
装
基
準

(

案
）
を
検
討
し
て

い
く
に
あ
た
り
、
東

京
二
十
三
区
清
掃
協

議
会
車
両
検
討
委
員

会
会
長
よ
り
実
証
実

験
に
つ
い
て
、
協
力

依
頼
が
あ
っ
た
の
で

実
施
を
い
た
し
ま

す
。
実
証
実
験
期
間

に
つ
い
て
、
新
明
和

工

業

9
月

6
日(

月
）

～
9
月
11
日

(

土
）
の
6
日
間
、

極
東
開
発
工
業
10
月

11
日(

月
）
～
10
月

16
日
（

土

）
6
日

間
、
富
士
重
工
業
11

月
5
日(

金
）
～
11

月
11
日(

木
）
6
日

間
、
主
に
繁
華
街
を

含
む
地
域
を
対
象
に

実
証
実
験
を
行
い
ま

す
。

(

組
合
）
了
承
す
る

に
あ
た
り
書
記
長
よ

り
話
が
あ
り
ま
す
の

で
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
電
動
式
架
装
自

動
車
車
両
実
証
実
験

の
実
施
に
つ
い
て
何

点
か
に
つ
い
て
発
言

を
し
ま
す
。
今
回
の

こ
の
実
証
実
験
に
つ

い
て
本
来
で
あ
れ
ば

清
掃
本
部
と
事
前
に

東
京
二
十
三
区
清
掃

協
議
会
の
方
で
話
を

し
て
も
ら
い
、
そ
の

後
支
部
に
提
案
を
し

て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。
ぜ
ひ
と
も

こ
う
し
た
重
要
課
題

に
つ
い
て
は
、
事
前

に
清
掃
本
部
と
交
渉

を
す
る
よ
う
に
課
長

会
等
の
場
で
意
見
を

言
っ
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
回
に

つ
い
て
は
実
証
実
験

の
実
施
期
間
が
来
月

の
早
々
か
ら
始
ま
り

ま
す
の
で
、
支
部
と

し
て
は
了
承
し
ま

す
。
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Ⅰ 政策要求

１．政策要求

①清掃事業の直営を堅持すること。

②家庭ごみの有料化は行わないこと。

③計画人員の欠員については、正規職員で補充する

こと。

④軽小運転手の予備を設けること。

⑤ふれあい指導の強化と、ふれあい発表会を開催す

ること。

⑥清掃事業職員に対する職業差別・清掃差別をなく

す取り組み、人権・差別問題をはじめとした研修

を行うこと。また、区民に啓発活動を行うこと。

２．新規事業要求

① 容器包装プラスチックの収集体制を確立し直

営で行うこと。

② 廃プラスチックリサイクルの資源化施設を設

置すること。

③ 廃乾電池・蛍光灯・水銀等の有害廃棄物や廃

油・古布・ＣＤ・カセット等の別途収集体制

を確立すること。

④ガスボンベ・エアゾール缶・ライター等危険物の

別途収集体制を早期に確立すること。

⑤新規事業はすべて直営で行い、事業の内容につい

ては組合と協議をすること。

３．委託事業について

①区民のニーズに応えるため、委託事業（資源・粗

大）の管理、運営、指導を強化すること。

②区施設から排出されるすべてのごみを直営で収集

すること。

Ⅱ 作業改善・安全作業要求

１．作業改善・安全作業要求

①排出責任(水銀・有害物・薬品・注射針・飛散等)

の追及・住民指導の徹底をはかること。

②パーキングメーター、交差点内、横断歩道付近の

集積所を改善すること。

③二重駐車になる収集形態を改善すること。

④代行運転手に対する安全研修を行うこと。

２．保護具、被服の改善要求

①Tシャツ、靴下、作業服用ベルトを

支給すること。

②腰痛予防ベルト、汗止めヘアーバンドを必要に

応じて支給すること。

３．車両改善要求

①黄色灯を設置できるよう法改正の働きかけを

すること。

②回転板・圧縮板の速度を統一または基準幅

を縮めること。

③飛散防止対策を強化すること。

④スライドドアを改善（開閉の軽量化等）する

こと。

⑤雇上車両全車に安全対策として、バックモニ

ターを設置すること。

４． 有害廃棄物や危険物の収集時の安全対策

① 廃乾電池・蛍光灯・水銀等の収集時に安全を

確保すること。

② ガスボンベ・エアゾール缶・ライター等の収

集時に安全を確保すること。

③ 有害廃棄物・危険物の適正な排出方法の周知

を徹底すること。

Ⅲ 施設改善要求

１．庁舎建設要求

①統合（職場実態・人員増）に見合う新庁舎を

設置すること。

２．庁舎改善要求

①リサイクルルームにシャワー室を設置する

こと。

②北上野分室のボイラーを改善すること。

３．設備改善要求

①洗浄付き便座を設置すること。

②北上野分室にガス乾燥機を設置すること。

③老朽化したロッカーを新しい物に変えるこ

と。

④洗面所の蛇口を自動洗浄式に交換すること。

⑤冷蔵庫を増設すること。

⑥本所3階給湯室のガス台を新しくすること。

⑦完全分煙化のための喫煙室を設置すること。

Ⅳ 福利厚生要求

１．健康要求

①産業医による健康管理、指導を強化するこ

と。

②腰痛予防のための健康器具を設置すること。

③喫煙問題について研修・啓発活動をするこ

と。

Ⅴ OA等要求

①パソコンの増設をすること。

②ＯＡ化に伴う健康障害を未然に防ぐため、定

期的な照明器具等の調査を行い、改善につと

めること。


